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ワン）をお買い上げいただき、ありがとうございます○
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…取扱説明書に関する注意事項…

●この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用下さい。

●本書は再発行致しませんので、大切に保管して下さい。

●製品本来の使用方法および、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対し

ては、安全性の保障はできません。

●本書の安全に関する指示事項には、必ず従って下さい。

●取扱説明書の内容は、製品の性能・機能向上などによって将来予告なしに変更

することがあります。

●取扱説明書に記載した画面表示内容と、実際の画面表示が異なる場合があります。

●図は一部を省略したり、抽象化して表現している場合があります。

●取扱説明書の内容に関しては万全を期していますが、万一不審な点や誤り、記

載漏れなどに気づいたときは、ご連絡下さい。

●取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。

●保証書（保証規定）をよくお読み下さい。（最終ページ）
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安全上のご注意
必ずお守り下さい。

●本券を安全にご使用いただくため、この頂全土のご注憩をよくお読みのうえ、

正しくご使用ください。

●ここに示した注意事項はお使いになる人や他の人々への危書、財産への損書を

未然に防止するための内容を記載してあります。

△誉

△注

○使用環境

告：この表示は、取り扱いを誤った場合に、「死亡または重傷を負う

可能性が想定される」内容を示しています。

意：この表示は、取り軌、を誤った場合、「韻書を負う可能性が想定

される場合および物的損害のみの発生が想定される」内容を

示しています。

●直射日光や高温多湿、結露するような環境下での、保存や使用はしないで

ください0変形とかい絶縁劣化を起こす場合があります。

●臥アルかノ、有機溶臥腐食性ガス等の影響を受ける環境で使用しない

でください。

●機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないでください。故障の

原因となります。

●強磁界を発生するもの、または帯電しているものの近くで使用しないでく

ださい。誤動作の原因となります。

●木器は防水、防塵構造となっていません0ほこりの多い環境や水のかかる

環境では、使用しないでください○故障の原因となります。

〇倍用条件、接続

感電の恐れがあります。

●本矧ま低圧用ですoAC500V以下の電路で使用してください。

使用前に、使用回路電圧の確認を行なってください。

●測定は、被覆披のみとL・裸矧こはクランプしないでください。

－1－

1．概　　要

接地工事は電気機器の取扱上の安全を期するため、義務づけられていますが、

長年に渡ってその安全を確保していくためには、定期的に接地抵抗の測定を行な

わなければなりません。

従来の接地抵抗計は、測定時に補助接地棒を打ち込んだりあるいは、接地綾を

はずす停電作業等、今日の現場測定においては、簡単に行なえない作業であり、

接地抵抗を測定することが困難になりました。

本器はA．臥C．D種等の接地抵抗を、接地緑をクランプするだけで簡単に測

定できます○又、電路を停電することなく測定できますので時間の制約もありま

せん。

尚、木器は電路の漏れ電流を測定する機能も有しています。

（用　途）

●特別高圧、高圧機器の外箱、鏡台の接地抵抗

●避雷器の接地抵抗

●特別高圧計器用変成器の二次側電路

以上A種接地

●　B．C．D種接地抵抗

●等電位ボンディング用導体の接地確認用

●静電対策用7－スマットの接地抵抗、静電気対策用のアース

●多重接地箇所の接地抵抗
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感電や感電事故の恐れがあります。

●雨や湿気にさらされた状態、水滴が付着した状態、または濡れた手での使

用は避けてください。

●CT及びCTケースに損傷のある場合、又、CTケーブルに異常のある場合は

住用を避けてください。

感電や火傷事故、発火事故の恐れがあります。

●CTに過大電流を印加すると発熟します。CTは定格に応じて使用してくだ

さい。

●充電器の電源電圧はAClOOVです。指定電源電圧外で使用しますと、木器

の破損や、電気事故になりますので、範囲外では絶対に使用しないでくだ

さい。

●入力端子及び出力端子には、AClOV以上の電圧は印加しないでください。

◆安全にお使いいただくために

●木器及びCTを落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。

●各ケーブルの上に重いものをのせたり、改造しないでください。

●クランプCTを落下させたり、衝撃を加えたりしますとコアの箭合面が損

傷し、測定に悪影響を及ぼしますので、十分注意してください。

●クランプCTの断線による故障を防ぐため、CTコードの付け根は、折った

り、引っ張ったりせず、取扱いには、十分注意してください。

2．使用前の注意事項

開梱が終わり苦したら、外観を点検し、付属品を確認してください。万一損傷

や不足晶がありましたら、お買い上げの販売店又は弊社までご連絡ください。

《付　属　品》

携帯ケース　…　　　　　　　　　　　　　・1

検出用CT（CTSENSOR）・　　　　・1

注入用CT（lNJECTlON CT）　　　　　・l

補助リード　‥　　　　　　　　　　　　　・1

充電器（CHARGER）META－10C…………1

取扱説明書
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3．各部の名称と機能の説明

（各部の説明と機能）

①電源スイ・ソチ（Power）：本器の電源をON，OFFLます○最終キー操作によ

り5分後にオートパワーオフ機能により電源OFF

になります。

②注入用CT入力端子　：注入用CTを差し込む端子です。赤を赤端子に差

（lNJECTl0N）　　　し込みます。

③検出用CT入力端子　：検出用CTを差し込む端子です。赤を赤端子に差

（lNPUT）　　　し込みます。
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4．使用方法

4・1ご使用前の準備

1）木器の充電を行ないます。

①右図のように木器CHARG【Rに

充電器を差し込みます。

②充電器の入力をAClODVコンセ

ントに差し込みます。

AClOOV

コンセント

③木器のCHARGEランプが点灯し、充電を開始します。

④約8時間で充電が終了します。充電が終了しても、CHARGEランプは点

灯しています。

●CHARGERには、指定以外の入力は行なわないでください。火災等が発生

する恐れがあります。

●水滴が付着した状態または、濡れた手でプラグを触らないでください。感

電する恐れがあります。

●付属の充電器以外は使用しないでください。

※木器は内部にニッケル・カドミウムの電池パ1ソクを内蔵しています。ご使用の際は、

以下に記載された内容に従い正しくお使いください。

本器を使用しない、または長期間使用しない場合

●6ヶ月に一度は充電してください。長期間使用しなかった電池パックは十分に充

電できないことがあります。

●乾燥したところに保管してください。

●十分に充電した電池パ・ソクでも、長期間使用しないと、自己放電により電池が消

費されます。必ず充電してからお使いください。

過充電は避けてください。電池の寿命に影響します。

※寿命について

●十分に充電しても使用時間が短いときは寿命です。新しい電池パックと交換して

ください。交換に際しては、お買い上げの販売店又は弊社までご連絡ください。
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④ターミナル用信号出力端子：接地線のターミナルをはずして、注入信号を入れ

たい時に本端子を利用します。

⑤メニュースイッチ（MENU）：表示器を初期画面にしたいとき本スイッチを押し

ます。

⑥入力スイッチ（ENT）

測定開始スイッチ

⑦up．DOWNキースイッチ

⑧データホールドスイッチ

（DATAHOLD）

⑨表示器（LCD）

⑩コントラストツマミ

（CONTRAST）

UP・DOWNで設定された計測条件を内部に入力し

ます0又、接地抵抗の測定スタートスイッチにも

使用します。

表示器上のカーソルを移動します。

漏れ電流、電流測定モード時、本スイッチを押す

ことで、表示値を保持します。再度押すと解除L

ます。

2×16の液晶モジュールで、計測条件設定項目や

計測データを表示します。

表示器の表示の濃さを調整するツマミです。文字

や数値などが読み取りにくい時に、このツマミで

濃さを調整します。

⑰チャージランプ（CHARGE）：充電器で内部の充電用電池を充電している時本ラ

ンプは点灯します。

⑫CHARGER用ジャ、ソク　：専用の充電器を接続します。
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4．2　操作手順

1）クランプ式電流計としての操作方法

①pOWERスイッチ①を1回押します。

②DOWNスイ・ソチを1回押し、カーソルを

Currentの位置にL、ENTスイlyチ⑥

を1巨は甲Lます。

カーソル

③右図の様な表示となり、測定状態と

なります。

EARTH RESl．

METER VER1．03

0．O mA

O．O Hz

④検出用CT入力端子に検出用CTを接続し、クランプ部を開き測定したい

電緑を1本はさみ込み、クランプ郡を完全に閉じます。（緑電流の測定）

⑤表示値を読みとります。（入力電流が測定範囲を越えた場合「0VER」を

表示します）

表示値を保持Lたい場合はDATAHOLDスイッチを活用してください。

表示器に「DH」の表示があるときは、再度DATA HOLDスイ1ソチを押

してください。

（もれ電流の測定）
被測定電線

①接地練でのもれ電流の測定

操作は、緑電流の測定と同様に行ないます。

②接地綬以外の電路でのもれ電流の測定

操作は、線電流の測定と同様ですが、

単相のもれ電流は、2本一緒に、三相

の場合は3本一緒にはさみ込んでくだ

さい。

注）測定状態から初期画面に戻す場合

M【NUスイtソチを1回押します。

－8－



感電の恐れがあります。

●木器は低圧用です。AC500V以下の電路で使用してください。

使用前に、使用回路電圧の確認を行なってください。

●測定は、被覆繰のみとし、裸線にはクランプしないでください。

感電や火傷事故、発火事故の恐れがあります。

●CTに過大電流を印加すると発熟します。

本検出用CTにはAC20A以上の電流を印加Lないでください。

2）接地抵抗計としての操作方法

（1）cTOUTモードでの測定

本モードは、注入用CT（lNJECTION）を使って接地抵抗を測定するモード

を言います。

①POWERスイtソチ①を1巨は甲Lます。

②木器の注入用CT入力端子に

lNJECTl0NCTを、検出用CT入力

端子にCTSENSORをそれぞれ接続

Lます。

EARTH RESl．

METER VER1．03

（2）TERMINALSOutモードでの測定

本モードは、ターミナル出力を使って接地抵抗を測定するモードを言います。

①電路を停電させ、ターミナル端子をはずします。

②上図のように結線します。

③pow［Rスイッチを1回押します。

④カーソルの位置をEarthResに合わせます。

⑤ENTスイッチを押し、次にカーソルの位置をTERMINALSO。tにします。

⑥ENTスイッチを押します。MeaSunngが点滅し、測定を開始します。

⑦約30秒後に測定値を表示します。

※測定状態から初期画面に戻す場合、MENUスイッチを1回押します。

●ターミナル出力の赤、黒と、検出用CTの方向は図の様にしてください。

方向が違う場合、表示値が「0VER」になったり、異常な値を表示します。

●ターミナルを外す場合は、必ず停電してから行なってください。

※リード線はオプションです0自作される場合は2m虎の線材で、長さは1m以

内としてください。
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④カーソルの位置をCurrentにし、ENT

スイッチを1回押し、接地綾に流れる

電流値を確認します。
■（ 電流値が2A以上ある場合、接地抵抗

の測定はできません。

⑤M【NUスイッチを1回押して、初期

画面にします。

⑥カーソルの位置を［8rthResの位置にし、

ENTスイtソチを押します。

⑦カーソルの位置をCTOutの位置にし、

ENTスイ・ソチを押します。

⑧Measurmgが点滅し、測定を開始します。

⑨約30秒後に測定値を表示します。

※測定状態から初期画面に戻す場合、

MENUスイッチを1回押します。

※連続で測定する場合、電路の安定性を

考えて待ち時間を設けていますが、異常

ではありません。

LjEa「th Res

tCurront

＿』CT Out

TERMJNALS Out

MeaSurmg

ロロロロロ…・□

10．5亡き

Complate‖

Wait‖

（AftOr5seり

●注入用CTと検出用のCTの方向は同じにしてください。方向を間違えた場

合は、測定値が「0VER」になったり、異常な値を表示します。

●2A以上流れている接地線は測定できません。

●木器は電路のし．Cを利用して、接地抵抗を測定しています。測定された接

地抵抗値が、予想した値より異常に高い場合は、電路が共振していません。

その場合は、使用例等に基づき、補助リード線等を利用して、上手に測定

してください。
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r3）接地抵抗計としての使用例

使用例1（三相3線式）

l←　－一会 

l 

鉄骨　　電気機器　　　　　　　‘′　′　′ 

「nn �������←悪賢禁， 

j ������ �　　「　　‾－‾　　高圧 

M 電位 ディング � ���� � ��目 口＼ �＿　　」　　十十 

主 式、 ��導体 �J ����� 

保 護 導 �f ���� �　　」　　　＿ 

体 �匿二辿 �����地端子 � � �通信 

？ ��●　　　主才 

（E） �� 

（C） ������（D） D �����B） �（A） �A 種接地 � 

種接地 ����B 種接地 �A 種接地 ��MDF 捷鞄 
‘′」＿′‘ ������������� �与’　′　′　′′／ 

Tは、クランプする所を意味します。（検出用CT．注入用CT共）

（A）は高圧機器の外箱です。この場合電路が短いため補助リード線を使いク

ランプします。

（B）はB種接地綾です0この場合は、クランプするだけで測定できます。

（C）は避雷針の接地綾です0この場合、電路が軌、ために補助リード線を使

いクランプLます。

（D）はD種接地綾です0この場合、クランプするだけで測定できます。

（E）は等電位ボンディング導体です0この場合はクランプするだけで測定で

※補助リード線を使う接地緑とは、電路が短い、電動機器がない電路です。

その場合、近くの接地付コンセントの接地相やBCD種接地線と測定対象

の接地線を補助リード線で結んでください。
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使用例　2（活線状態）

匡司とは、B種接地、匡司とは、D種接地

※クランプは、注入用、検出用共、同位置にクランプする。

●トランスの近くを3相一括あるいは、単相一括でクランプした場合、EBの

接地抵抗が割れます。

●負荷の近くを3相一括あるいは、単相一括でクランプした場合、［Dの接地

抵抗が測れます。

使用例　3（停電時）
補助リード線で接地相と7－ス相を接続します0

使用例　6（エアコン室外機等）

使用例　7（補助極の調査）

エアコン等負荷機器の接地抵抗測定

この場合、まず補助リードを使用しない

でEDを測定します。

この状態で測定値が「OVER」とか、か

なり高い抵抗値であった場合、電路が共

振していませんので補助リードを使用し

ます。

建物に備えられているアース端子とEDを

補助リード線で接続します。

再度測定を行ないます。

※負荷機器が停止している場合は、負荷機

器の電源をONにしてください。（機器の

静電容量が増加します）

▲／補助リード

補助極が正しい場所に打ち込まれてい

るかを調査できます。

●EBに注入用CTをクランプLます。

●補助極TlとT2を補助リードで接

続します。

この状態で測定を行ない、表示が

「0VER」になれば、補助極は、

正しい位置にあります。
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※CTの方向に注意

使用例　4（電路が短く共振しない場合）

トランス

検出用） 注入用） � ��丁目－‾　「　　　　　　　　　　　モータ等 

l � �】 「－－づM 

」 
十l 

／補助リード線 

∵喜匡訂′′号由’了匝］　　　‘号由′ 

匡司とは、A種接地

現在のフィールドでは、［AとEDが共通接地になっている所が多い。

EB接地は単独接地の所が多い。

この状態で7レスタの接地抵抗を測定した場合、例えば「0VER」表示にな

った0この場合、電路」．Cが少ないため、補助リード線で【Dと接続します。

※EBに接続しても良いが、鴨緒継電乳等が付いている場合、動作する可能

性がありますので、現場の状況を調査し富す0

補助リード線を接続しても、まだ共振しない場合でも、多重接地抵抗として

測定できます。この時は、EA＋EDの値を表示します。

使用例　5（唇電位ボンディングの測定）

使用例8（補助極の接地抵抗測定）
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①plとEBを補助リードで接続

します。

②plとEBを含めて注入用CTで

重畳させ、Pl側で検出すると、

Plの補助極の接地抵抗が計測

できます。

※CTの方向に注意



壁用例　9（多重接地の測定）

使用例10（通信用接地の測定）

（通信用接地）（D径接地〉　（B踵接地）（A種接地）

●通信用接地は、B種接地と同様クランプするだけで測定できます。

●通信機器が誤動作したり、破損したりすることはありませんので、安心して

お使い下さい。

※安全性に関しま■しては、別紙パンフレ・ソトに記載してありますのでご参照

ください。
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5．仕　　様

5．1電流検出用CT

C T窓径：¢34m、（分割型）

耐　電　圧：AC3700V、・1分間（CTコ7金属部一撮り部間）

ケーブル長：2．5m

寸法・重量：90．5（W）×165（H）X謂（D）m、約460g

5．2　注入用CT

C T窓径：¢34m

耐　電　圧：AC3700V、1分間（CTコ7金属部一撮り部間）

注入方式：CTクランプ方式（分割型）

注入周波数：4kHz～400kHz（オートスイープ方式）

注入波形：正弦波

注入レベル：約180mVp

ケーブル長：2．5m

寸法・重量：9乱5（W）×165（H）×謂（D）m、約4406

5．3　計測部仕様

測定機能：接地抵抗、交流電流（線電流、漏れ電流）

測定方式：CTクランプ方式、トランスによる絶縁出力

測定範囲：接地抵抗：0～別旧∬（最小分解能0．1Q）

交流電流：0－200mA／2A／20A（最小分解能0．1mA）

醐／60Hzオートレンジ

測定精度：（23℃±5℃、拍％RH以下において）

接地抵抗
10Q以下

10′－　50口

50－150くつ

150－200くつ

検出方式：同期検波方式

使用例11（接地極付きコンセントの誤接続のチェック）

芋茎≡
コンセントチェッカ（MEトCH）のプラグを接地極付きコンセントに差込みますく

使用方法に基づき、MET－1で抵抗を測定し、誤接続のチェックを行ないます。
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●計測部仕様（続き）

交流変換方式：平均値整流（実効値換算）

A／D変換方式：二重積分方式

表　　　示：2桁×16文字キャラクタLCD、コントラスト調整付

サンプルレート：交流電流の場合　約2回／秒

測定時間：接地抵抗の場合　約30秒

オーバ表示：接地抵抗、交流電流共OVER表示

電池電圧低下表示：「B」マーク点灯

データホールド機能・交流電流のみデータホールドスイッチによリデータを

保持

オートパワーオフ機能：最終キー操作より、5分で電源OFF

5．4　一般仕様

電　　　源：Ni－Cd電池駆動（1．2Vx5）

使用回路電圧：AC500V以下

使用温湿度範囲：0～40℃、85％RH以下（但し結露なきこと）

保存温湿度範囲：－10℃～60℃、80％RH以下（但し結露なきこと）

耐　電　圧：AC3700V，CTコ7金属部一握り部間

（50／60Hz、1分間）AC2300V，電源－ケース間

絶縁抵抗：DC500Vメガ一にて100MQ（CTコ7金属部一握り部間）

DC500Vメガ一にて　50MQ（電源－ケース間）

消費電流：接地抵抗の場合350mA

電池寿命：内蔵電池満充電時、接地抵抗で約450回使用

（但し充放電回数により、寿命がかわってきます）

寸法・重量：190（W）×140（H）×42（D）m、約800g

付　属　品：携帯ケース‥・‥‥…‥‥‥・1

検出用CT……・……＝‥・1

注入用CT………………1

取扱説明書……・・………1

充電器（META・10C）・・・・・‥1

1次入力：AClOOV

2次出力：DClOV、340mA

補助リード線……………1

オプション：リード線（MET－LE）…‥・・1set（赤・黒）

：コンセントチェッカ（MET－CH）
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6．アフターサービス

万一故障した場合は、お手数でもお買い上げいただいた販売店へ直接お持ち込み

下さい。なお、都合の悪い場合は、弊社まで郵送願います。郵送する場合は、木

器を柔らかい紙、または布で包んで外箱（ダンボール等）に収納し、住所、氏名、

電話番号を明記した保証書と一緒に簡易書留で郵送して下さい。

7．保証について

木器は厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備による故

障の節はお買い上げいただいた販売店または当社へお申しつけ下さい。なお、本

製品の保証期間はご購入日より1か年です。この間に発生した故障で、原因が明

らかに当社の責任と判定された場合には無償修理いたします0
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「M脚
保　証　書

本保証書はアつターサービスの際必要となります。

お手数でも※印箇所にこ記入の上本器の最終御使用

者のお手許に保管してください。

保　証　規　定

1保証期間中に正常な使用状態で、万一故障ガ生じました場合は

保証規定に基づき無償で修理いたします。

2　本保証書は、日本国内でのみ有効です。

3　保証書の再発行はいたしません。

4　下記事項に該当する場合は、無償修理の対象から除外いたします。

a　　不適当な取扱い使用による故障

b　　設計使用条件等をこえた取扱い、使用または保管による故障

C　　当社もしくは当社ガ委嘱した巷以外の改造または修理に起缶

する故障

d　　その他当社の責任とみなされない故障

販売店名 

1

1


